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[ 横浜市旭区民文化センター ] 
令和６年度事業計画・報告書 

[ 横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 ] 

 

 

施設の概要 

施 設 名 横浜市旭区民文化センター サンハート 

所 在 地 横浜市旭区二俣川一丁目 3番地 

構造・規模 
鉄骨コンクリート造 

地下 1階地上 6階建の、地上 5階および６階の一部を専有 

敷地・延床面積 専有面積 2,564 ㎡ 

開 館 日 平成 2年 8月 4日 

 

指定管理者 

法 人 名 
横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体 

代表構成団体 株式会社横浜メディアアド 

代表団体所在地 横浜市神奈川区栄町 5番地 1 

代表団体代表者 代表取締役社長 三浦彰久 

代表団体設立年月日 昭和 58 年 1 月 22 日 

指 定 期 間 令和 4年 4月 1日から令和 9年 3月 31 日まで 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 
 

地域コミュニティの中心的な施設として、地域に交流と活性を生み出す地域のハブ的な役割を果た

すことを目的とする。多くの区民に、良質な文化芸術に触れる機会を提供し主体的に区民が文化芸

術に関わる場を提供する。中でも区民が直接的に文化芸術に関わり、互いに交流できる参加型や地

元企業や学校、商店街、アーティスト等と連携する地域一体型の事業に重点を置いて展開した。 

そしてすべての活動の基盤である施設については、利用者・来館者が安心して利用できるよう安全

性の確保を第一義とし、利用者・来館者の立場に立った施設運営を心掛けた。 

実施方針 

①  地域のネットワークを形成し、活用する 

地域の様々な施設や団体と連携し、これまでの運営で培った地域との関係性やそのノウハウを

活かしてネットワークづくりを推進する。また、地域のつながりをつくるコーディネーターと

しても責任をもって機能し、文化的コモンズの形成を牽引するよう心掛けた。 

②  ワークショップ型事業で区民の交流を促進、担い手を育成する 

文化芸術活動に興味関心を抱いた区民をさらなる「鑑賞者」「活動者」「運営者」に育成していく

ことと、区民の交流を主眼に多様なワークショップ型の事業を実施する。複数回で１クールと

なるような継続的な事業を中心に、文化芸術の体験やスキル・ノウハウのアップの機会を提供
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し、区民同士の交流やつながりを創出した。 

③  ユーザビリティの検証と利用者拡大のための各種サービスを検討する 

利用者・来館者の立場にたった使いやすい施設運営を行う。これまでのサービス体系も見直し、

時代にあったサービスの導入や利用規則の見直しなど、利用者等の意見や要望を吸い上げつつ、

利用者拡大の改善策として横浜市・旭区と検討していった。 

④  幅広いジャンルにわたる文化芸術への接触機会を提供する 

区民が日常的に文化活動を行う場の提供として、公共性・公平性をもって誰もが利用しやすい

環境を整備する。担い手の育成という観点から、特に「練習」「学習」での利用を促進していっ

た。 

⑤  オンライン施策の導入と環境整備を進める 

令和 5 年度に実施したホームページの改修内容を更に精査し、新たなＳＮＳ導入の検討や動画

配信などインターネットを使った施策に積極的に取り組む。マーケティングリサーチに✕（旧

Ｔｗｉｔｔｅｒ）を活用するなどＳＮＳの新しい使い方を検討し、既存のアカウントも有効に

活用していった。 

⑥  安全・安心を優先して運営する 

法令等に定められた保守・点検や日常的な保守・維持管理は当然ながら、誰もが心から文化芸術

を満喫できる施設を目指して施設運営を行う。またＳＤＧｓの観点からも、環境保全・健康等へ

配慮した管理運営に努めた。 

 

 

（2）令和 6 年度の位置づけ 

１.事業の方針 

令和 6年度は、サンハートが入居するビルの大規模改修工事が終了し、「ジョイナステラス 3」と

してリニューアルオープンを果たし、装いも新たになったと同時に、新型コロナウィルスによる

感染症の扱いも 2類から 5類へとなり 4年来数々の制約を受け、満足に活動をすることが出来ず

にいた状況が改善されることになった。ビル全体がリニューアルされ新たな来場者が期待出来る

状況を活用しながら、「文化芸術活動は人々や社会全体の健康、幸福にとって不可欠なもの」とい

う意識を念頭に、区民が期待する事業を展開していくと共に、同じビル内に位置する㈱相鉄ビル

マネジメントとの協業により力を入れ、二俣川でのアウトリーチ活動に注力し、情報発信を強化

すると共にサンハートの知名度向上に努めた。 

 

１．広報活動 

リニューアルをしたホームページ改修の認知度を上げていくと共に、これまで以上に快適な

環境を提供し、各種 SNS の有効活用によりきめ細かな情報発信に努めた。 

 ■SNS 活用例 

  1）HP 

    館の全ての情報を包括的に分かり易く掲載 

  2）Instagram 

親子向けイベント（未就学児イベントや小学生向けイベント等）を中心に掲載 

３）✕（旧 Twitter） 

一般層（20 代～60代）向けイベントや、館からのお知らせ全般 
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４）YouTube 

  自主事業に関するワークショップ参加者へ限定配信 

     

２．活動内容  

 

区民に好評で定着している人気コンテンツは継続し、一方で新たな利用層を掘り起こす為の新

規事業にも積極的に取り組を行った。 

 

主な事業として、下記コンテンツを実施予定 

 

・育成事業である「アンサンブルコンクール」を実施し、最優秀賞受賞者によるコンサート 

 

・根強い人気で固定ファン層が付いている落語「あさひ亭まねき寄席」の開催 

 

・低料金で良質な音楽を提供する「ワンコインコンサート」 

 

・地元企業と連携するアウトリーチ事業 

 （相鉄ビルマネジメントとの連携による二俣川駅周辺でのアウトリーチ活動の継続）。 

 

３．運営の方針  

1．利用者にとって使いやすい施設の実現 

公共の施設として、誰にとっても利用がしやすい公平性のある対応を基本とし、効率性にも配慮し

た対応を行う。 

2．利用許可における公共性・公平性の確保 

更新された「横浜市民利用施設予約システム」 （以下「予約システム」という。）を的確に運用し、

公共性・公平性の確保に努める。新たに導入予定の「キャッシュレスシステム」の運用に細心の注

意を払うとともに利用内容、利用日数などの調整にあたっては、公共性・公平性に十分配慮し、よ

り多くの利用者に施設を利用いただけるようにする。 

３．適切かつ確実な業務体制の維持 

受付貸出業務については、「施設運営マニュアル」「予約システム運用マニュアル」等を整備し、全

職員・スタッフが統一のとれた対応を行う。受付窓口では利用状況に応じて事務室職員も窓口業務

を行うことで適切で確実な利用者対応をする。 

４．利用状況の集計・分析 

「予約システム」を活用し、施設利用者を定期的に集計・分析し、利用者サービスに繋げる。また、

旭区所管課にモニタリング等を通じて報告、情報を共有し、貸出業務の改善を進めていく。 

 

４．管理の方針   

旭区民文化センターは開館して３０年以上経過している。施設維持保全管理を行っていくうえで

設備の経年劣化など突発的な不具合が生じる可能性が高くなることが想定されるため、ビルメン
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テナンスのスペシャリストとして豊富な実績やノウハウを活かして施設を維持管理する。区民に

末永く施設を利用いただけるよう施設の長寿命化を目指す。 

１．一体管理によるスケールメリット 

構成団体である相鉄企業は、旭区民文化センターが設置されている二俣川駅北口共同ビルの管理

組合事務業務、建物維持管理業務を受託しているため、旭区民文化センターも併せた一体管理が可

能で、スケールメリットを最大限に活かした維持管理業務を実現する。 

２．設備管理業務 

予防保全を第一に日常点検を行う。五感を駆使した点検や検針値による数値の確認により、異臭、

異音、異常な温度など、異変をいち早く察知するよう心掛ける。 

専門業者による定期点検も実施し、日常点検だけではわからない設備の状況を把握する。 

これらの点検内容を日々検証し、維持管理計画の見直しを行う。 

３．安全衛生 

利用者や従業員の安全を確保することを第一に考え、警備・清掃を行う担当者は、常日頃から感

染予防の重要性を認識して業務を行う。また、適切な感染防止対策を実施することが事業の継続

性確保につながることを認識して業務に取り組む。 

 

2 自主事業に関する計画  

（１）文化事業の企画および実施について 

事業カテゴリーは大分類として「鑑賞事業」「交流事業」「創造事業」の 3 つに分け、中分類とし

て 5 つに、更に小分類として 7つのカテゴリーに分けて計画、実施していく。 

 

大分類 中分類 小分類 イベント名 

鑑賞事業 プロフェッショナルな芸
術家による文化芸術の創
造・発信 

個性的な公演事業  気軽に寄り道コンサート 

 あさひ亭まねき寄席 

未来への架け橋となる地
元・若手アーティストの
育成・普及 

アーティストの支援  最優秀賞受賞者記念コン 

サート 

 ワンコインコンサート 

 アンサンブルコンクール 

交流事業 地域の共生拠点・文化の
発信地 

文化芸術と社会的包摂  アウトリーチ 

 オープンデー 

子供の芸術体験を支援  読み聞かせ 

 すくすくキッズプログラ 

    ム 

 夏休み子ども体験講座 

地元との連携    あさひ名画座企画委員 
 

創造事業 サンハートによるプロモ
ーション事業 

参加をして楽しむ  演劇ワークショップ 

 ゴスペルワークショップ 

 小規模ワークショップ 

その他・シーズン企画 その他・シーズン企画  ホールでピアノ 



 - 5 – 

 取組内容 達成指標 実施内容 達成状況 

鑑
賞
事
業 

プロフェッショナルな芸術家による文化芸術の創造・発信 

＜個性的な公演事業＞ 

□ トップレベルのアーテ
ィストによるサンハー
トならではの個性的な
公演を開催する。 

 

□ 相鉄線直通線の
増加、また仕事
帰りに来館でき
る時間帯に開催
する公演を実施
することによ
り、遠方の方や
社会人など普段
サンハートを訪
れない新規層獲
得に向けてもア
プローチしてい
く。 

 

□ 「気軽に寄り道
コンサート」では
ヴァイオリニス
ト奥村愛とギタ
リストの岡本拓
也を招き、上質な
クラシック音楽
の公演を開催し
た。 

□ 海老名のショッ
ピングモール等
で活躍する「THE 
RED CATS ブラス
バンドコンサー
ト」を実施。 

 

□ 夜のクラシック
公演であったた
め、普段の客層と
異なっていたた
め、新規層獲得に
繋がる結果とな
った。 

 

□ クリスマス時期
に未就学児から
大人まで楽しめ
る幅広い層を対
象とした公演を
開催。誰でも楽し
めるコンサート
のコンセプトを
達成することが
出来た。 

未来への懸け橋となる地元・若手アーティストの育成・普及 

＜アーティストの支援＞ 

□ アーティストが音楽活
動を通じて社会貢献が
できる仕組み作りをす
るために、人材育成を
する。 

 

□アンサンブルコン
クールにて若手ア
ーティストを発掘
し、サンハートの
顔として館内公演
やアウトリーチ活
動など幅広く出演
依頼をする。 

 

□ アンサンブルコ
ンクールでは、全
組レベルの高い
演奏家が集まっ
た。また前年度の
コンクール受賞
者が最優秀賞受
賞記念コンサー
ト、ワンコインコ
ンサートに出演
した。 

 

□ 最優秀賞に「M＆
R」の公演ではオ
ープンデーに開
催し、子供向け、
大人向けの 2 回
公演を開催した。
各回完売し、非常
に満足度の高い
お客様のアンケ
ート結果を得た。 

交
流
事
業 

地域の共生拠点・文化の発信地 

＜文化芸術と社会的包摂＞ 

□ 活力ある地域社会の実
現のために、文化芸術
を通して人との繋がり
や地域の結束を強める
ほか、社会参加の機会
を拡充し、地域コミュ
ニティの発展につなが
る運営を行う。 

 

□地域や依頼内容の
特性に応じた配慮
あるニーズを探
る。あらゆる人が
音楽・芸術を通し
て交流できる低価
格で良質なコンテ
ンツを引き続き提
供していく。 

 

□ アウトリーチで
は新規の保育園
からの依頼が 1
件、同じ高齢者施
設から 2 件依頼
があった。 

 

 

 

□ オープンデーで
は全年齢を対象
とした様々なイ
ベントを実施。価

 

□ 毎年ご依頼頂い
ている保育園か
らの推薦で、新規
の保育園からの
申込があった。旭
区だけでなく、当
館のアウトリー
チ活動が評価に
繋がっている結
果の現れと感じ
る。 

□ 「名画座」「最優
秀賞受賞記念コ
ンサート」を始め
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格を抑えたイベ
ントを中心にラ
インナップし、地
域住民に感謝の
気持ちが伝わる
様なイベントを
企画した。 

とする公演から
親子で楽しめる
「すくすくマル
シェ」や小学生向
け対象とした「ダ
ンスワークショ
ップ」、無料で観
覧することが出
来る「紙芝居」等
を開催し、多くの
方に足を運んで
もらう結果とな
った。 

＜子供の芸術体験を支援＞ 

□ 次世代の芸術文化の担
い手である子供たちに
対し、芸術を通して共
生社会の中で書くこと
のできない想像力や思
考力、コミュニケーシ
ョン能力などの自己表
現能力を養うため、文
化芸術を享受できる環
境づくりを整える。 

 

□発達段階に応じた
鑑賞プログラムや
創作活動の機会を
設け、子供たちの
可能性を広げると
同時に、成長過程
で知識を育める事
業展開をアプロー
チしていく。 

 

□ 夏休み子供体験
講座では「科学捜
査体験」を開催。 

 

 

 

 

 

□ 通年を通して、親
子「ベビーマッサ
ージ＆親子遊び」
を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

□ 「ぐちゃぐちゃ
遊び」を未就学児
親子対象に実施。 

 

□ 大変好評をいた
だいた「科学捜査
体験」は申込開始
当日数分で完売
する結果となっ
た。子供はもちろ
ん、当日付添に来
た保護者の関心
度も高く非常に
良い講座を提供
できた。 

□ 0 歳児親子を対
象としたイベン
トを開催するこ
とにより、孤育て
にならない、アッ
トホームな講座
を開催した。殆ど
の方はリピータ
ーとして何度か
参加してくれ、子
供の成長で卒業
されていくのが
印象的なイベン
トであった。 

□ 美術イベントの
開催は初めての
試みとなる。料金
設定も他のワー
クショップに比
べ高価な設定で
あったが、すぐ満
員に達したため、
企画に魅力を感
じてもらえれば
集客に繋がるこ
とが分かった。 
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＜地元との連携＞ 

□ あさひ名画座シリーズ
においては、引き続き
地域の方々を中心とし
た実行委員方式をと
り、地域の特性に応じ
た配慮あるニーズを共
に探っていく。 

 

□事業の企画・実施
及び広報など多岐
に渡る運営を「あ
さひ名画企画委
員」に委ね、地域
コミュニティの一
つとして確立させ
る。 

 

□ 4 本の映画を上
映実施。初の試み
として、1 日に 2
本違う作品を上
映した。 

 

□ 名画座は安定し
て集客が良く、旭
区の地域に根付
いたイベントに
なりつつある。1
日 2本上映は、設
営時のことを考
えると大変効率
が良く、次年度も
開催していく方
向とする。 

創
造
事
業 

サンハートによるプロモーション事業 

＜参加をして楽しむ＞ 

□ 参加者同士が一つの体
験を共有し、意見交換
や、対話をする機会を
設けることにより、コ
ミュニティに活力を与
え、社会との距離を近
づける。 

 

□既存のゴスペルワ
ークショップの
他、小規模のワー
クショップを複数
設け、地域の方の
サードプレイスを
提供する。新規層
獲得に向け、親子
で参加できるもの
や、シニア向けの
ヘルス関連の新規
ワークショップも
実施する。 

 

□ 演劇ワークショ
ップでは文学座
の中野志朗氏を
招いて計 6回（内
1回本番を含む）
を開催。 

 

 

 

□ ゴスペルワーク
ショップは今年
で 3 年目とな
り、引き続き金
井恵莉花氏を招
いて開催。 

□ 新企画で「座っ
て出来るエクサ
サイズ」を開催。
高齢者の健康を
意識したプログ
ラムを実施。 

 

□ 申込方法を先着
順から抽選制に
行ったせいか新
規の申込が増え、
過去継続者の出
来上がった雰囲
気でなく、新鮮で
円滑な雰囲気で
開催することが
出来た。 

□ 3 年目となり、新
規・継続者の半々
の集客状況とな
った。満足度も高
く、次年度も引き
続き開催が決定
している。 

□ 70～90 代の参加
者が集まり、「座
って出来る」とい
う条件が非常に
よく、足を怪我を
された方にも無
理なく参加が出
来て満足度も高
い内容となった。 

その他・シーズン企画 

＜その他・シーズン企画＞ 

□ 空き施設の有効活用を
目的とした企画を設け
る。 

 

 

□施設の有効活用と
収入向上のため、
既存イベントであ
るホールの時間貸
し（ピアノ練習）
を引き続き実施し
ていく。 

 

□ 「ホールでピア
ノを弾いてみま
せんか？」を継
続。 

 

□ 多くのお申込が
あり、毎度人気企
画であるが、ルー
ルを守らない利
用者も年々増え
たため、次年度は
規則改定を行う
方針である。 
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（2）地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャルインクルージョン）の推進 

[取組内容] 

● 地域内の対象施設へ

ダイレクトアプロー

チを行い、隠れた需要

の掘り起こしに務め

る。 

［達成指標］ 

□地域を絞り、カフェやケ

アプラザ、地域公共施設

へアウトリーチ活動の

宣伝資料を配布し、「要

請」を受けてから企画提

案を行う「受注型」だっ

たアウトリーチから、よ

り積極的な「企画開発

型」へと進化させ、新規

アウトリーチ先を増や

していく。 

［実施内容］ 

□ 前年度ご依頼頂い

た施設からは引き

続きご依頼頂き、継

続関係が続いてい

る。また、継続して

いただいている保

育園が違う保育園

に出張コンサート

を勧めてくださり、

新規開拓に繋がっ

た。また新規開拓と

して、当館からも高

齢者施設へアウト

リーチ活動をアプ

ローチをし、依頼に

繋がった。 

［達成状況］ 

□前年度よりアウト

リーチ数が増え、当

館のアウトリーチ

活動が順調に増え

つつある。 

□当館がアプローチ

した高齢者施設で

は、「企画開発」とし

てコンサートの内

容提示から、全てこ

ちらで計画し、開催

まで行った。レクリ

エーションの幅が

広がった様で1年に

二度同じ施設から

のご依頼があった。

次年度も引き続き

ご依頼があるため、

今後も継続してい

きたい。 

●未就学児（特に未就園

児）とその親の活動の

場としての需要をさら

に広げ、地域コミュニ

ティーの形成へと繋げ

ていく。 

□ 未就学児や小学生の子

を持つ親に、サンハー

トを情報収集の場とし

て「認識」してもらえ

るよう、チラシ配架棚

をより見やすいレイア

ウトにしたり、各種

SNS で未就学児向けの

情報コンテンツを取り

扱っていき、保護者が

情報の渦に飲み込まれ

ない土台作りを行う。 

また、保護者にヒアリン

グを行い、今地域で求め

られていることの情報

収集し、事業に反映して

いく。 

□SNSは特に Instagram

を中心に発信を行

い、当館の子供向け

コンテンツ企画につ

いて丁寧に周知を行

った。また本社から

の指導もあり、リー

ル動画作りにも挑戦

した。 

□Instagram のストー

リー等で空き状況

を知らせると 24 時

間以内に申込があ

るなど集客結果に

繋がっている。 
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（3）市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引 

[取組内容] 

●ともに作る：「あさひ名

画座委員」の仕組みを

継続する。 

 [達成指標] 

□あさひ名画座委員には、

既存のイベントの他に

新規企画の立ち上げを

依頼し、新たな顧客層の

開拓へとつなげていく 

［実施内容］ 

□映画は全4本開催し、

お客様のニーズに合

う映画選定を行った。 

［達成状況］ 

□映画としては、初の

試みで 1日 2本別作

品上映を行った。 

□横濱ジャズプロム

ナードに参加する

ために、前々から委

員が希望していた

映画「ニューオーリ

ンズ」の上映を決定

した。普段とは異な

る客層が多く集客

できた。 

●ともに育つ：サンハー

ト主催事業から派生し

た取り組みについて、

地域文化に大きく寄与

する活動を「共催事業」

と位置付け、独自の運

営サイクルを確立する

まで積極的に支援す

る。 

□ アウトリーチに関し

て、自主事業担当者の

立ち合いがなくとも

開催施設に訪問でき

るようにしていく。 

□ 事前聞き取り調査

を丁寧に行い実施。 

□ 若葉台地区センタ

ーのおはなしかい

は、今年も立ち合

いなしで開催実

施。定期的に依頼

のある施設に関し

ては立ち合い不要

で引き続き開催出

来る様な組織作り

にしていく。 

●ともにつながる：サン

ハートが地域のために

できることを、利用者・

市民・地域・関連団体等

でともに検討し、地域

課題を解決するアイデ

アを事業化するプロジ

ェクトを、サンハート

が主体となって、地域

をリードし推進する。 

□ 若い世代をサンハー

トの利用者として取

り込んでいくため、未

就学児向けのイベン

ト時に、保護者に対し

てアンケートや意見

交換の場を設け、館と

しての課題を浮き彫

りにしていく。 

□ 各主催事業後には、

アンケートを実施

し、常にお客様がど

んなことを求めて

いるかの収集を行

った。 

□ ベビーマッサージ

＆親子遊びを実施

した際には、毎回

母親同士のコミュ

ニケーションを大

切に行い、どんな

ことに興味がある

のか、また育児相

談等を毎度行い、

大変有意義な意見

を収集することが

出来た。 
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3 施設の運営に関する計画  

（1）顧客満足度の向上について 

[取組内容] 

●利用者サービスのさら

なる向上に努め利用者

ニーズに合わせたサー

ビスを増やす。 

 [達成指標] 

□施設利用者の発表会を

広報支援し、直近の諸室

の空き状況をホームペ

ージのSNSに発信する等

により顧客満足度を向

上させる。 

［実施内容］ 

□SNS に空き状況につ

いては、この 1年通し

て継続的に行った。 

 

［達成状況］ 

□実際にこの取り組

みを行ったことに

より、閲覧され反応

が分かる為、引き続

き続けていき検証

をしていく。 

●アンケートやヒアリン

グ等から区民・利用者

のニーズを的確に把握

する。 

□各年実施の利用者アン

ケートや自主事業等

の来館者アンケート

をはじめ、ヒアリング

の随時実施と年１回

利用者懇話会を開催

して、ご意見・ご要望

を的確に把握しサー

ビス向上に努める。 

□利用者懇話会は、カ

ルチャー工房を定期

的に利用して下さる

フラダンス団体に依

頼した。 

□当館の利用システ

ムの話を中心に話

を進めていった。サ

ークル団体の利用

者から直接話を伺

えて大変参考にな

った。また今年度は

オンラインキャッ

シュレスの導入も

あり、そのあたりの

意見についても伺

うことができた。 

●サンハート友の会を継

続し、会員へのサービス

向上と共に強力なサポー

ターとしての関係作りを

図る。 

□改めてサンハート友の

会の会員登録を行い、会

員からの声を次年度の

事業へ反映させる等施

設のサポーター的存在

として会の運営を行う。

引き続きジョイナステ

ラス各店舗と連携する

など会員特典の充実等

を図り、会員数増をめざ

す。 

□会員特典の依頼の充

実化を図る為、ジョ

イナステラスとの連

携が更に綿密に取れ

るよう打ち合わせ等

開催した。 

□例年並みに会員の

獲得を出来たが、来

年度以降に繋げる

ため、ジョイナステ

ラスの店長会議で

資料を配りサンハ

ートの魅力を発信

し引き続き店舗の

協力を仰ぐ。 

 

（2）的確な施設提供の実現について 

[取組内容] 

●効率的且つ安定した施

設の開館・運営を行う。 

 

 

 [達成指標] 

□開館日数 345 日 

休館日  14 日 

 年末年始 12 月 29 日～

1 月 3 日施設点検・消防

［実施内容］ 

□開館日数 345 日 

休館日  14 日 

 年末年始 12月29日

～1月 3日施設点検・

［達成状況］ 

□臨時の休館等もな

く、所期の予定通り

345 日の開館を達成

した。また、施設点
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設備点検 14 日 消防設備点検 14日 検・消防設備点検も

計画に沿って実施

することができた。 

●利用者アンケートや利

用者懇話会からの声を基

に満足度向上・利用促進

を図る。 

□様々な媒体を活用し、施

設のＰＲを充実させ稼

働率向上に努める。 

□アンケート収集や利

用者懇談会からの声

を積極的に取り入れ

た。 

□アンケートや懇談 

会に限らず、日々利

用者から届く声に

も対応を実施した。 

●施設利用者へ専門的な

利用方法等効果的なアド

バイスを行う。 

□舞台技術を含め、専門性

をもった職員が常駐し

て、利用者からの相談・

下見・利用打合せをはじ

め、トラブル等緊急時に

も迅速に対応する。 

□舞台技術（音響・照

明）の専門職員が常

駐し利用者の相談に

丁寧に応えると共

に、利用時もきめ細

かな対応を実施し

た。 

□舞台技術担当職員

の対応に多くの利

用者から高い評価

をいただけた。 

●周辺施設と連携して地

域全体の賑 わい作りに

貢献する。 

□ジョイナステラス１・

２・３、二俣川駅周辺商

店街、二俣川駅、並びに

相鉄線駅との連携事業

を展開していく。 

□相鉄ビルマネジメン

トが主催にて実施す

るジョイナステラス

の文化イベントの会

場協力等を実施し

た。相鉄ビルマネジ

メントから当館のイ

ベントに対し協力を

頂いた。 

□二俣川駅周辺での

イベントステージ

に協力することで

賑わい造りの一助

を果たし、施設の賑

わいも得る事が出

来た。 

●施設を有効活用し、施

設の魅力作り・活性化を

図る。 

□参加のハードルが低い

ワンコインコンサート

を引き続き実施すると

ともに、施設の有効活用

を図る。 

□ワンコインコンサー

トの他に、映画や未

就学児向けイベント

は気軽に参加しやす

い価格帯で提供。 

□コロナ禍の影響も

収まり、映画や最優

秀記念コンサート

等、完売する公演も

あった。 

●利用者へ施設の諸室の

空き情報をリアルタイ

ムで広く発信する。 

□直近の諸室の空き情報

を更新し、ホームページ

のSNSに発信すると共に

ホームページから予約

しすてむの予約状況に

リンクしている。 

□横浜市市民利用施設

予約システムの変更

に伴い、館内への空

き室情報の掲示がで

きなくなったため、

SNS で情報発信した。 

□SNS での空き室状況

の更新は通常利用

者だけでなく、新規

で利用を検討する

方も多くみられた。 

 

（3）的確な広報の展開について 

[取組内容] 

●地域・区民の文化芸術

情報発信拠点としての役

割を担う。 

 [達成指標] 

□情報コーナーでは、文化

芸術の資料として類似

の他施設情報の紹介を

［実施内容］ 

□チラシラックの整理

を行い、より見やすく

お客様に情報が届く

［達成状況］ 

□横浜市の区民文化

センターに関して

は専用ラックを作
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 行うなど文化芸術情報

を得る事ができるよう

整備する。 

様工夫した。 成し、一目で分かり

やすい情報提供が

出来るようにした。 

□ジョイナステラス

内に新たに 2 か所

チラシ配架スペー

スを設置した。この

ことにより以前よ

り催し物案内の配

架率が上がった。 

●情報の内容により、最

適な媒体・手段により、効

率的な広報・宣伝活動を

実施する。 

□毎月の催し物案内発

行、ホームページのリ

アルタイムな更新をは

じめ、当事業体ならで

はの媒体（交通広告・

広報紙等）を有効に活

用しＰＲを行う。 

□毎月発行の「催し物

案内」では、発表系

施設の催しや自主事

業などの情報を、分

かりやすく掲載する

よう、工夫した。人

気プログラムの申し

込みを電子化した。 

□電子化により利用

者が増えると共に

リアルタイムでの

更新に心掛けてい

たため、すぐに申

込が埋まる状況と

なった。また、当

日キャンセル回避

に繋がり収益向上

にも寄与した。 

 

（4）専門性と区民の力を統合する組織づくりについて 

[取組内容] 

●事業企画・施設管理・舞

台技術の経験・実績豊か

な職員・専門スタッフと、

区民をはじめとした地域

スタッフを配置し、全て

の職員が適切なコスト感

覚、効率的管理とホスピ

タリティ精神をもった運

営を行う。 

 

 [達成指標] 

□以下の通り人員を配置

し運営する。 

【運営スタッフ】※2交代、

常時 2名以上配置 

館  長 1 名 

副館長 1名 

職  員 5 名 

【舞台技術】※利用状況に

より 2～4名 

職  員 4 名 

【受付スタッフ】 

カルチャースタッフ 

15 名（地域採用） 

［実施内容］ 

□【運営スタッフ】  

※２交代 常時２名

以上配置 館長１名・

副館長１名・職員５

名  

【舞台技術者】 

職員４ 名  

※利用状況により１ 

～３名にて対応  

【受付スタッフ】  

カルチャースタッフ

１5名  

総勢２６名のスタッ

フが常時５名以上で

運営 

［達成状況］ 

□運営スタッフ７

名、舞台技術者４

名、受付業務に習

熟したカルチャー

スタッフ１５ 名

との相互協力によ

り円滑で効率的な

管理運営を実施し

た。 
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●職員・スタッフの施設

運営スキルアップのため

に研修を実施する。 

□機材研修、個人情報保護

研修、消防訓練等を実施

し、運営に役立てる。 

□消防・防災訓練、帰宅

困難者一時滞在施設

開設マニュアル、個

人情報保護研修等を

実施した。 

□消防・防災訓練、帰

宅困難者一時滞在

施設開設マニュア

ル、個人情報保護

研修を実施した。

研修に参加するこ

とにより管理運営

面のスキルアップ

に努めた。 

 

4 施設の管理に関する計画  

利用者が安心して利用できるよう快適な環境作りを目指し、安全性、防犯性について最大限の配慮を

する。サンハートは開館から 30 年以上経過し、設備全体が老朽化してきている。それらの状況を踏まえ

た上で、施設の運営に支障をきたさぬよう維持管理に努めていく。 

 

（1）安全で効率的な維持管理・予防保全について 

[業務内容] 

●安全・安心できる施設

の維持 

 

 [達成指標] 

□設備等保守管理項目を

遵守し、定期的な施設点

検を実施する。 

［実施内容］ 

□建築物点検マニュア

ル、建築物定期報告

に準拠した点検を実

施した。 

［達成状況］ 

□二俣川駅北口共同

ビル設備係協力の

もと、安全な施設

の維持ができた。 

●定期的な設備点検 

 

□老朽化した建築、設備

のリスクマネジメント

評価を行い、修繕計画

の適正化を図る。 

□定期点検の結果をも

とに修繕計画を見直

し、施設・設備の破

損・汚損・故障など

の発生に際しては迅

速に対応した。 

□開館後 30 年を経

て老朽化した施

設・設備の定期点

検を実施し、安全

な施設の維持がで

きた。 

●必要に応じた緊急点検 

 

 

□月１回の定期的な施設

点検の他に、建築物点検

マニュアルに準拠した

点検及び、建築物定期報

告に準拠した点検を年

１回行う。 

□建築物点検マニュア

ル、建築物定期報告に

準拠した点検を実施

すると共に、施設・設

備の破損・汚損・故障

などの発生に際して

は迅速に対応した。 

□開館後 30年を経て

老朽化した施設・設

備の修繕すべきと

ころを必要性・緊急

性に応じて対応で

きた。 

●施設設備の予防保全 □施設設備等の中長期修

繕計画や修繕・改修につ

いて、早めに施設情報を

提供し、関係各所に働き

かけるとともに、利用受

付・打ち合わせ時に利用

□修繕・改修について、

早めの情報提供、関係

各所への手配を実施

した。また、備品や設

備の取り扱い・注意事

項の資料作成、掲示を

□日々の状態確認や

専門業者による定

期保守点検の結果

をもとに、修繕計画

の見直しや、緊急性

の高いものから情
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者に備品や設備の正し

い取り扱いを説明し、安

全で確実な利用を促進

する。 

した。 報提供し、修繕・改

修を要望できた。 

 

（2）快適な環境の維持管理について 

[取組内容] 

●安心できる環境の維持 

 [達成指標] 

□以下７点を達成指標と

する。 

①清掃項目一覧及び清掃

内容一覧を遵守し、日

常・定期清掃を実施す

る。 

②美観を維持するように

取り組む。 

③環境に配慮し、廃棄物の

発生抑制に努める。 

④空気環境測定（VOC 等含

む）を実施する。 

⑤社内による、業務の品質

管理点検を実施し、特別

清掃・日常清掃の計画を

策定する。 

⑥ヨコハマ３R 夢など市の

施策や事業に協力する。 

⑦空気環境測定結果の報

告書を作成する。 

［実施内容］ 

➀ 日常清掃、定期清

掃を計画どおり実施

した。 

➁ 職員・スタッフ全

員が常に整理整頓を

心がけ、快適に利用

できるよう努めた。 

➂➅ 

 館内にはごみ箱を設

置せず、ご利用者に

はごみの持ち帰りを

促した。受付カウン

ターおよび事務室内

のごみについて減量

化に努めると共に、

ごみ分別を徹底し

た。 

 

➃➆ 

 空気環境測定を２ヵ

月に１回（奇数月）

実施し、報告書を作

成した。 

 

⑤ ２ヶ月に１度、工

房内機器、倉庫内の点

検日を策定。 

［達成状況］ 

➀➁ 清掃に加え、 

常に整理整頓を実 

施し、快適な環境 

保持と美観の維持 

ができた。 

 

 

➂➅ 

ごみ箱の撤去によ

り、ごみの減量化

に対する来館者の

意識を高めると共

に、有料ごみ袋を

利用する利用者に

は細かなごみ分別

にご協力いただ

き、確実に実施で

きた。 

➃➆ 

定期的に実施する

ことにより、安心

してご利用いただ

ける環境づくりが

できた。 

⑤ 不具合の早期発 

見や損壊部品の交 

換等行えた。 

 

 その他の計画  

（1）危機管理対策について 

[取組内容] 

●緊急時の対応 

 

 [達成指標] 

□緊急内容別（事故、犯罪、

火災、設備故障など）に連

［実施内容］ 

□緊急時連絡網を整

備・作成し、旭区に提

［達成状況］ 

□人事異動の都度名

簿を作成したた
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絡網の整備を行う。 出した。 め、緊急時には遅

滞なく対応を図る

ことが出来た。 

●利用者の安全・安心を

確保 

 

□大規模災害等が発生し

た場合は、行政機関との

連絡・協力を円滑に行え

るよう訓練等を通じて

体制を整える。 

□災害訓練の一環とし

て通報訓練を行っ

た。 

□緊急時に円滑に機

能するよう、全職

員・スタッフが災

害対策訓練に参加

した。 

●防災管理 

 

以下 5 点を達成指標とす

る。 

①平成 24 年度に作成した

「帰宅困難者一時滞在

施設」としての運用マニ

ュアルに基づき訓練を

実施し、緊急時に備え

る。 

②緊急時の連絡網を作成

するとともに旭区役所

へ提出する。 

③近隣在住職員を引き続

き確保する。 

④事故、犯罪及び火災等を

発生させない為に、職

員・ビルの警備員による

定時巡回を実施する。 

⑤消防計画書を作成し、自

衛組織を結成すること

で、日常の防火・防災に

努める。また、催事の際

は、避難導線の確保等の

指導を行うとともに、消

防計画書および緊急時

対応マニュアルに基づ

き年 2回防火・防災訓練

を実施する。 

①「帰宅困難者一時滞

在施設」としての運

用マニュアルに基づ

き研修を行なった。  

②人事異動があった際

は、連絡網を都度更

新・提出した。  

③当館職員およびスタ

ッフは、相鉄線沿線

在住者を中心に採用

し、万が一の際に迅

速な対応ができるよ

う備えた。  

④防災センター警備員

による定時の巡回に

加え、随時当館職員・

スタッフが館内を巡

回し、異常を早期発

見・早期対処できる

よう努めた。  

⑤消防計画書を作成

し、日頃より防火・防

災に努め、安全確認

のチェックを日々行

った。また、催事の際

には利用団体の責任

者に対し、事前に避

難誘導確保について

の指導を行った。 

①帰宅困難者一時滞

在施設」としての

運用マニュアルに

基づき研修を行な

い理解を深めた。 

②職員は常に最新の

連絡網情報を得て

おり、有事の際は

これに基づき対応

するよう周知徹底

を図った。  

③受付カルチャース

タッフ１５名と職

員 5名は、旭区在住

ないし相鉄線沿線

在住者で構成され

ている。  

④各職員・スタッフ

が適宜館内を巡回

および事務室内モ

ニターにて各室場

内を確認し、安全・

安心の確保に努め

た。  

⑤消防計画書を作成

し、防災訓練を実

施した。全体が一

同に会して訓練を

実施することによ

り職員・スタッフ

の意識を高め、緊

急時に迅速・的確
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な対処ができるよ

う備えた。 

 

（2）自己評価・ＰＤＣＡサイクルの活用について 

[取組内容] 

●日報及び月報の作成・

管理（業務記録の整備） 

 [達成指標] 

□業務記録の適正な作成・

保管と共に重要な件に

関して随時報告をおこ

なう。 

［実施内容］ 

□日々の業務内容を業

務管理日誌、舞台業

務日報、業務週報に

記載し、情報の共有

と周知を図った。 

［達成状況］ 

□業務管理日誌、舞

台業務日報を通じ

て日々の業務に関

する職員間の情報

共有の徹底に努め

た。また、受付スタ

ッフに対しては常

用連絡ノートおよ

びミーティング議

事録の回覧などを

用いて情報共有、

連絡強化を図っ

た。 

●業務計画書及び業務

報告書の作成・管理（利

用者のニーズや声を反

映した業務計画の策定） 

□ＰＤＣＡサイクルの推

進とともに重要な件に

関して随時報告出来る

体制づくりに取組む。 

□寄せられた意見を盛

り込みつつ「令和 6 

年度事業計画書」お

よび「令和 5 年度業

務報告及び収支決

算」を作成し旭区役

所に提出した。 

□事業計画書及び事

業報告書は旭区役

所のホームページ

に掲載され、利用

者が閲覧すること

が出来た。 

●モニタリングの実施

（モニタリングへの

対応・ 体制の整備） 

□業務記録の一元管理に

よるモニタリングへの

対応・体制を構築する。 

□月報の形式で月毎の

運営管理報告を作成

し、毎月旭区および

四半期毎に共同事業

体への報告を行っ

た。 

□モニタリングは運

営管理業務実績の

報告及び業務に関

する打合せを実施

し、施設・旭区と情

報共有、協力体制

の構築を図った。 

●自己評価の実施（ＰＤ

ＣＡサイクルの導入

と確実な運用） 

□利用者アンケートの結

果や利用者の声を、常に

自己評価に反映させな

がら施設運営に取組む。 

□毎月定期的に運営・

技術職員が参加す

る、全体ミーティン

グを実施した。 

□職員各々が報告・

確認・提案などを

行い、施設の運営

管理および自主事

業実施にあたって

の問題を検討しな

がら最適な選択を

行った。 



 - 17 – 

 

6 収支について  

（1）経費削減の努力について 

[取組内容] 

●管理運営コストの削

減に努める。 

 [達成指標] 

以下の 3 点を達成指標

とする 

①無駄な光熱水費の削

減 

②SDGs の観点からもチ

ラシ等の印刷関係費

を可能な限り削減

し、SNS での積極的な

展開 

③予防保全の考え方に

基づいた計画的な修

繕、日常点検により

不具合や破損等の早

期発見による修繕費

の低減 

 

［実施内容］ 

□館内照明や冷暖房の

こまめなオン・オフ

を行い光熱費の削減

に努めると同時に、

当館常設の楽器類の

メンテナンスにおい

ては極力職員により

軽微な修繕を実施し

削減に努めた 

［達成状況］ 

□管理費の光熱費は高

騰が予見されていた

範囲内で抑える事が

出来た。事務費は物価

高騰の影響はあった

が新たに発生したオ

ンラインキャッシュ

レス関係の費用の増

額だけに収まった。人

件費は効率よく業務

を行っていたが最低

賃金の上昇等の政策

的な処置や社会的な

影響で予定より費用

が掛かった。 

 

（2）収入向上の努力について 

[取組内容] 

●事業収益向上、規制緩

和による新規利用層

の獲得 

[達成指標] 

以下 3 点を達成指標と

する。 

①幅広い世代の利用者

を獲得する為にジャ

ンルを広げた自主事

業による収入増を見

込むと共に貸館利用

層の拡大を目指す 

②まだ利用率向上の余

地がある諸室の利用

規則の緩和や見直し

を横浜市・旭区と共

に検討し柔軟な対応

により新規利用者層

の獲得を目指す 

③諸室の空き状況をホ

ームページにてリア

［実施内容］ 

①  子ども向けの人気

プログラムやワー

クショップの積極

的な開催や地域ボ

ランティアの活動

による「おはなし

会」を積極的に展開

した。 

②  アートギャラリー

の空き状況に対し

て、前年に続き臨機

応変な貸し出し対

応を実施した。 

カルチャー工房の

貸し出し規則の見

直しを図った。 

 

［達成状況］ 

① 子供向け対象の人気

プログラムや様々な

ターゲットに向けた

幅広い参加型催事や

ワークショップの実

施により増員増向が

継続して見られた。 

 

② アートギャラリー

は前年からの取り

組みを継続した。カ

ルチャー工房は規

則の整理により利

用の制限が分かり

易くなり利用率が

上がった 
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ルタイムに公開し、

収益の向上を図る 

 

③ホームページ上に横

浜市市民利用施設予

約システムのリンク

を貼り確認を出来る

ようにした。また、SNS

で情報発信した。 

③ SNS での空き室状況

の更新は通常利用

者だけでなく、新規

で利用を検討する

方も多くみられた。 

 

（3）収支予算書 

項   目 予算額 決算額 増減額 備考 

収入 

指定管理料収入 114,851,000 116,679,252 1,828,252 人件費、キャッシュ

レス補填 

利用料金収入 28,000,000 26,111,380 △ 1,888,620  

事業収入 5,500,000 5,228,316 △ 271,684  

その他収入 1,240,000 690,474 △ 549,526  

収入合計 149,591,000 148,709,422 △881,578  

 

支出 

人件費 73,476,000 76,731,765 3,255,765  

事務費 4,976,000 5,306,638 330,638  

事業費 6,500,000 4,733,013 △ 1,766,987  

管理費 61,806,000 58,864,135 △ 2,941,865  

公租公課  12,000 8,900 △ 3,100  

事務経費 2,821,000 2,821,000 0  

支出合計 149,591,000 148,465,451 △ 1,125,549  

収支差額 0 243,971   

 

【自主事業一覧】                             （税込／単位：千円） 

分類 実施時期 事業タイトル 会場 事業内容 入場料・受講料 入場者数 

鑑賞 計 3回 

 

4･8･1 月 

あさひ亭まねき

寄席 

ホール 著名な真打や若手落

語家による公演。落

語だけではなく色物

も加え、バラエティ

に富んだ演目で動員

を図る。 

4 月・8月 

一般 2,000 円 

高校生以下 

1,000 円 

ペア券 3,500 円 

1 月 

一般 2,500 円 

高校生以下 

1,500 円 

ペア券 4,000 円 

4 月 186 名 

8 月 119 名 

1 月 181 名 
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鑑賞 6 月 気軽に寄り道コ

ンサート 

 

ホール 仕事帰りに立ち寄れ

る 19 時以降に開催

する大人のためのコ

ンサート。クラシッ

クに限らず、多ジャ

ンルのコンテンツを

設ける。 

一般 2,000 円 

高校生以下 

1,500 円 

98 名 

 

鑑賞 8 月 最優秀賞受賞者

記念コンサート 

ホール アンサンブルコンク

ールにて最優秀賞を

受賞した組による、

良質なクラシックコ

ンサート。子供向け

と大人向けの 2 ステ

ージを予定してお

り、「M&R」が出演す

る。 

一般 1,000 円 

高校生以下 

800 円 

11 時：87 名 

14 時：84 名 

鑑賞 計 2回 

9 月・2 月 

ワンコインコン

サート 

ホール アンサンブルコンク

ールにて優秀賞を受

賞した組による、子

供向け・大人向けの

2 公演コンサート 2

回と、大人向け公演

1 回のみのコンサー

ト。低価格なチケッ

ト料金に設定し、誰

もが気軽に音楽に触

れられる機会を提供

する。 

500 円 

※2 歳以下膝上

無料 

9 月 

11 時：167 名 

14 時：140 名 

 

2 月 

207 名 

（14 時のみ） 

鑑賞 10 月 アンサンブルコ

ンクール 

ホール 地域のアマチュア音

楽家や近隣の音大生

を対象に、室内楽を

中心としたアンサン

ブルのコンクールを

実施する。入賞者は

主催事業での出演機

会提供の他、アウト

リーチ事業への派遣

アーティストとし

て、積極的に発信し

ていく。 

1 組 5,000 円 4 組 

交流 計 10 回 

 

学校 5回 

福祉 1回 

その他 3回 

アウトリーチ 旭区内各所 小学校へアーティス

トと共に訪問する学

校プログラムの他、

福祉施設や保育園等

へ、出前コンサート

やワークショップを

お届けする。コンク

ール受賞者への演奏

 
保育園 2 

小学校 4 

地区センター13 

高齢者施設 2 

その他 1 
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機会提供の場も兼ね

ている。 

交流 月 1回 

 

おはなしかい ホール 未就学児とその保護

者を対象とした絵本

の読み聞かせ会。サ

ンハートの読み聞か

せ講座を修了した

「読み聞かせサポー

ター」が企画運営を

担当する。館外から

の依頼も積極的に引

き受け、絵本の読み

聞かせを通じた地域

貢献を目指す。 

無料 延べ 362 名 

交流 通年 すくすくキッズ

プログラム 

ホール 

カルチャー

工房 

未就学児の中でも特

に乳幼児を対象に、

初めての音楽やアー

ト、演劇といった文

化芸術に触れあう機

会を提供する。 

未就学児向け 

のワンコイン 

コンサートや 

音楽会をプロ 

グラムを組み 

入れた。 

未就学児向け 

のワンコイン 

コンサートや 

音楽会をプロ 

グラムを組み 

入れた。 

交流 計 3 回 

 

8 月・11 月・

3月 

あさひ名画座企

画委員 

ホール 映画イベントに特化

した企画・運営を行

っていただく。 

380 名  8 月 

午前 164 名 

午後 108 名 

11 月 160 名 

3 月 

155 名 

創造 2 月～3 月 演劇ワークショ

ップ 

ホール 講師に文学座の演出

家「中野志朗」を迎

え、演劇を通じたコ

ミュニケーションの

スキルアップを目指

したワークショップ

を開催する。リピー

ターだけでなく新規

参加者にも参加しや

すい内容で実施す

る。 

一般：12,000 円 

U24：10,000 円 

昼：19 名 

夜：21 名 

 

発表会観覧 

57 名 

創造 9 月～11 月 ゴスペルワーク

ショップ 

ホール 講師にゴスペルスパ

ークル率いる「金井

恵莉花」を迎え、幅

広い世代を集めたワ

ークショップを開催

する。楽譜の譜読や

英語の理解力は不要

であり、初心者でも

参加しやすい開かれ

一般：10,000 円 

U24：8,000 円 

1 部：27 名 

2 部：30 名 

 

 

発表会観覧 

94 名 
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たワークショップを

目指す。 

創造 通年 小規模ワークシ

ョップ 

カルチャー

工房／ミー

ティングル

ーム 

サンハートが地域の

方々のサードプレイ

スになるよう小規模

ワークショップを複

数開催し、「交流の場

＝サンハート」の図

式が定着できること

を目標とする。今年

度は「ヨガ」「健康体

操」「ベビーマッサー

ジ＆親子遊び」を予

定している。 

ヨガ：500 円 

座って出来るエ

クササイズ：300

円 

ベビーマッサー

ジ：1,000 円 

延べ 

 

ヨガ 30 名 

座って出来

るエクササ

イズ 123 名 

ベビーマッ

サージ 

152 名 

創造 通年 ホールでピアノ ホール 

音楽ホール 

サンハートのホー

ル・音楽ホールのフ

ルコンサートグラン

ドピアノを 1 時間単

位で試弾できる企

画。 

1 時間 2,000 円 

友の会 1,800 円 

延べ 388 名 

 
通年 サンハート友の

会 

 
固定顧客層への優遇

体制を整え、顧客満

足度向上を図る。 

1,300 円 64 名 

 
通年 備品購入 

郵送費 

 
自主事業に必要な備

品購入費や、他館へ

のチラシ発送費な

ど。 

  

 
通年 取材・打合せ諸

経費 

 
その他諸経費 

  

 

 


